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平成23年度　博物館・市民会館事業カレンダー

●4月
※東日本大震災にともない予定していた事業（4月 3日寺子屋講座、4月 10日呈茶席、4月 17日寺子屋講座）中止
　 4 月 2日開始予定としていた企画展「野田に生きた人々　その生活と文化　パート４」1週間順延
　 野田市市民会館は 4月 30日まで日中（9時～ 17時）のみ開館
  9 日（土）   企画展「野田に生きた人々　その生活と文化　パート４」開始（～ 6月 27日）
16日（土）　オープンサタデークラブ「いけ花講座」及び「日本舞踊」開始（3月 3日まで、全 15回）
22日（金）　野田市立東部小学校 6年生来館
●5月
  1 日（日）　収蔵品特別展示　四代勝文斎作押絵行灯 2点（～ 15日）
  1 日（日）　第 74回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「本が手元に届くまで～出版取次業の変遷～」
  5 日（木）　子ども体験教室「古代のアクセサリー・勾玉をつくろう！」（第 1回）
15日（日）　第74回寺子屋講座（芸道文化講座）「趣味と心の健康づくり～華道、書道、奇術、安来節、民謡 etc…～」
29日（日）　新収蔵の古絵図、地図資料の特別公開（第 1回）
●6月
  5 日（日）　第 75回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「会社が突然倒産！再生、そして社会労務士へ」
11日（土）　第 13回ミュージアム・コンサート「新緑のファンファーレ」
12日（日）　新収蔵の古絵図、地図資料の特別公開（第 2回）
19日（日）　自主研究グループ育成講座「みんなで調べよう、昭和の道具～博物館の裏側へようこそ～」（第1回）
19日（日）　第 75回寺子屋講座（芸道文化講座）「昭和 30年代の兼業農家の生活」
23日（木）　野田市立中央小学校 2年生来館
26日（日）　自主研究グループ育成講座（第 2回）
28日（火）　博物館展示替えのため休館（～ 7月 8日）
●7月
  3 日（日）　自主研究グループ育成講座（第 3回）
  3日（日）　第76回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「心豊かな老後を送るために～資産管理と成年後見制度～」
  9日（土）　市民コレクション展「小さなポケットにつめた大きな夢～野中健一さんの宝モノ～」開始（～9月26日）
10日（日）　自主研究グループ育成講座（第 4回）
17日（日）　自主研究グループ育成講座（第 5回）
17日（日）　第 76回寺子屋講座（芸道文化講座）「中世の関東、東葛飾～平将門と千葉氏～」
24日（日）　自主研究グループ育成講座（第 6回）
24日（日）　出品者によるギャラリートーク（第 1回）
29日（金）　市新規採用学校教職員研修への協力
30日（土）　博物館実習生 6名受入（～ 8月 7日・9月 10日）
●8月
  7日（日）　第77回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「太陽光発電システムを自作～太陽光発電の手軽な利用から本格システムの自作まで～」
18日（木）　子ども体験教室「古代のアクセサリー・勾玉をつくろう！」（第 2回）
21日（日）　子ども体験教室「古代のアクセサリー・勾玉をつくろう！」（第 3回）
21日（日）　第77回寺子屋講座（芸道文化講座）「マザーグースで覚える　英語のやさしい発音とリズム」
28日（日）　出品者によるギャラリートーク（第 2回）
●9月
  4 日（日）　第 78回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「子どもが健やかに成長できるネットワーク作りを目指して」
  7 日（水）　野田市立宮﨑小学校 4年生来館
10日（土）　市民交流会（観月会）
18日（日）　第 78回寺子屋講座（芸道文化講座）「私が出会った宝モノたち～自分なりの楽しさを探して～」
27日（火）　博物館展示替えのため休館（～ 10月 7日）
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●10月
  2日（日）　第79回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「俳優という職業～野田の偉人、山中直治と船橋随庵を演じて～」
  8 日（土）　特別展「野田の煎餅～醤油の町の名物～」開始 (～ 12月 5日 ) オープニング・レセプション
16日（日）　第79回寺子屋講座（芸道文化講座）「ソウルミュージック（リズム・アンド・ブルース）を語ろう、聞こう」
22日（土）　展示解説会「食べて学ぼう　野田の煎餅」（第 1回）
●11月
  2 日（水）　野田市立中央小学校 2年生来館
  4 日（金）　野田市立福田第 2小学校 3年生来館
  5 日（土）　展示解説会「食べて学ぼう　野田の煎餅」（第 2回）
  6 日（日）　第 80回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「野田の煎餅　四方山話」
  7 日（月）　野田市立中央小学校 3年生来館
12日（土）　煎餅の手焼き体験（第 1回）
19日（土）　特別展関連講演「和菓子の歴史と煎餅」
20日（日）　第 81回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「ラジオから伝えること～震災報道を通じて～」
26日（土）　煎餅の手焼き体験（第 2回）
27日（日）　展示解説会「食べて学ぼう　野田の煎餅」（第 3回）
●12月
  4 日（日）　第 80回寺子屋講座（芸道文化講座）「書物「小倉百人一首」から競技かるたまで」
  6 日（火）　博物館展示替えのため休館（～ 16日）
  8 日（木）　野田市立関宿中央小学校 3年生来館
15日（木）　野田市立柳沢小学校 3年生来館
17日（土）　市民公募展「集まれ！ワクワク　みんなのおもちゃ～遊びのいまむかし～」開始（～ 3月 26日）
18日（日）　第 81回寺子屋講座（芸道文化講座）「人間が人間らしく生きるために～私が洋画を描いてひらめいたこと～」
　
●1月
11日（水）　野田市立南部中学校職場体験 10名の受入（～ 13日）
13日（金）　野田市立宮崎小学校 3年生来館
15日（日）　第 82回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「活動を振り返って～野田の昔話を伝え残すために～」
15日（日）　第 82回寺子屋講座（芸道文化講座）「絵葉書収集の楽しみ～新発見！？野田の一枚～」
20日（金）　船橋市立三咲小学校 3年生来館
21日（土）　博物館・市民会館で遊ぼう！紙芝居、人形劇上演
26日（木）　文化財防火デーにあわせて消防訓練の実施
●2月
  2 日（木）　野田市立南部中学校職場見学 5名の受入
  4 日（土）　出品者によるギャラリートーク
  5 日（日）　第 83回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「お酒を売りながら考えていること～酒屋の後を継いで 33年～」
18日（土）　キャリアデザイン連続講座「今、人とのつながりを考える」（第 1回）
19日（日）　第 83回寺子屋講座（芸道文化講座）「紙とのりで遊ぶ」
24日（金）　クラブフェスタ 2012（～ 26日）
●3月
  3 日（土）　キャリアデザイン連続講座（第 2回）
  4 日（日）　第84回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「おもちゃ直れば笑顔あり～おもちゃドクターに聞いてみよう！」
10日（土）　山中直治コンサート
17日（土）　キャリアデザイン連続講座（第 3回）
18日（日）　第 84回寺子屋講座（芸道文化講座）「明治時代の醤油醸造家、西日本の旅」
20日（火）　博物館・市民会館で遊ぼう！ペーパークラフト教室
20日（火）　親と子の茶道講座「飲もう！たてよう！お抹茶体験」
25日（日）　第 15回ミュージアム・コンサート「筝曲　和の調べ」
27日（火）　博物館展示替えのため休館（～ 4月 6日）
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資料収集・保管・整理事業
事業区分：委託事業　
新収蔵資料

資料名
サオバカリ
バルブ
ホーロー看板 等
おはち 等
唐箕 等
古布内村新敷坪水神講文書
あたご鳩店開店お知らせハガキ
ちゃぶ台 等
ドウコ等
煎餅抜き型
5円硬貨
足袋
くけ台、鋤
煎餅用押しごて
色紙「行雲流水」等
箏 等
仲町世話人記録簿
階段箪笥 等
煎餅缶箱
評定所宛村方訴状写
醤油ラベル類
上花輪・中山行雄家文書
野田市消防団第一部団旗 等
掛時計
上花輪・松本家文書
絵はがき「野田小学校」等
野田町の概況
宝船桂帆柱（複製）
歌麿筆「名物　御せんべい」（高嶋屋おせん）（複製）
下総国葛飾郡関宿西高野村文書
利根川及江戸川未曾有の大洪水
写真画報臨時増刊東京みやげ等
醤油のお話
奥羽道中膝栗毛
「江戸の華名物商人ひやうばん」
絵はがき「野田水道貯水塔」
利根運河史
日本醤油醸造株式会社第壱工場一覧
利根川改修工事竣工記念絵はがき
廣瀬誠一郎伝
大正十二年九月一日震災報告書
旧式機関車（戦前版）
醸造及設備
キッコーマン印陶器製醤油一升瓶
野田醤油生活協働組合集録
東京醤油株式会社手合簿
千葉県野田町国民学校修了記念
絵はがき「野田第一公園ノ一部」等
房総小観
千葉県醤油銘醸地視察報告
絵はがき「野田愛宕神社」
絵はがき「野田醬油株式会社本店」
明治四十四年七月下旬台風出水報告　
千葉県銚子測候所発行地震・洪水・気象発行所一括
東京酒醤油商調査要録第二編

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55

点数
1
13
6
9
15
40
1
19
5
1
2
1
2
1
795
28
1
31
3
1
8
49
3
1
2
3
1
1
1
80
1
4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
5
1
1
1
1
1
13
1

受領日
4月25日
4月25日
5月6日
5月13日
5月25日
7月1日
8月10日
8月10日
8月24日
9月29日
12月1日
12月1日
12月13日
12月20日
12月28日
1月4日
1月4日
1月4日
1月4日
1月4日
1月30日
2月23日
3月1日
3月30日
7月1日
5月6日
5月6日
6月15日
6月15日
7月1日
7月1日
8月24日
8月24日
8月31日
9月21日
10月21日
10月24日
10月26日
12月1日
12月1日
12月13日
12月13日
12月13日
12月20日
12月20日
12月20日
12月20日
1月4日
1月4日
1月4日
1月4日
1月4日
1月4日
1月6日
1月11日

収集方法
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄託
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入

寄贈・寄託者・移管元
荒井三男氏
個人
大澤一秋氏
小島久子氏
遠藤清美氏
石田年子氏
大澤一秋氏
今成登志男氏
青木晴男氏
岡田しづ氏
小島武志氏
清治順一氏
荒井三男氏
澤田實氏
渡邉典子氏
竹本赫子氏
斎藤幹雄氏
矢部典子氏
大上孝一郎氏
松本富夫氏
国分株式会社
中山行雄氏
荒巻眞一氏
長崎修氏
松本邦雄氏
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資料名
絵はがき「野田醤油株式会社第十七工場」等
キッコーブ繁田醤油写真等一括
ヤマサ醸造場写真帳
総武電車沿線案内
絵はがき「野田本町通り・江戸川岸の醸造倉庫」
棋道半世紀
関宿町誌
関東河川図
絵はがき「野田醤油株式会社関西工場」等
野田醤油株式会社工員規定（就業規則）　等
カラーテレビ
2009～ 2011年広報写真展展示写真

資料名
掛軸（画・鯉の滝のぼり）（資料番号7643）等

番号
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67

番号
1

点数
3
90
1
1
1
1
1
1
8
5
1
167

点数
13

受領日
1月23日
1月23日
2月13日
2月17日
2月17日
2月17日
2月17日
2月23日
3月1日
3月27日
8月31日
1月30日

手続日
9月21日

収集方法
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
移管
移管

手続区分
返却

寄贈・寄託者・移管元

野田市秘書広報課
野田市秘書広報課

事由
寄託者の要望により返却

寄託返却・除籍等

修繕・修復等
○関宿台町文書（資料番号 8140）前年度より継続
○三ツ堀遺跡出土土器（資料番号 7067）等 5点　主に東日本大震災時の破損。バイサムで修繕。（業者：
　鈴木康弘）

○香取原古墳出土　鉄剣（資料番号 1112）、直刀（資料番号 1113）東日本大震災時に一部が欠けたため、
　樹脂含浸（アクリル樹脂）を行い、専用ケースに格納。（業者：文化財ユニオン）

修復前（資料番号 7067） 修復後（資料番号 7067）

修復前（資料番号 1112） 修復後、専用ケースにて展示（資料番号 1112、1113）
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資料の整理及びデータ入力
　本館収蔵庫における民俗資料の保存状況改善のため、新たに複数種類の大きさの天箱を購入し、資料
の大きさに応じて収めることで資料同士の干渉を防ぎ、同時に収蔵スペースの確保に努めた。また、天
箱には収納している資料番号を明記し、資料の確認、取り出しが行いやすいようにした。土器の保存状
態改善のため、10 点分の専用保存箱を館内で作成した。また、古文書資料約 200 点について保存状態
改善のため中性紙封筒への入れ替えと移動を行った。軸約 100 点について、箱に入れるなど収蔵状況
の改善を行った。上花輪収蔵庫 1階の収蔵状況を整理し、資料へのアクセス環境を改善した。受入前資
料の仮収蔵用の棚を新設した。
　収集済みの絵葉書 23 件 91 点について専用のアルバムに集約し、パソコンを用いた目録とデジタル
画像化を開始した。館蔵の文書資料群の概要、検索手段等に関するデータベースの更新を行った（現在
の登録文書群数は 60 件）。資料台帳の電子化のためデータベースソフトへ基本情報約 1,500 件のデー
タ入力を行った。

地域文化の調査研究
○野田の煎餅に関する調査研究　野田の煎餅の歴史や製造法、各店舗の来歴について調査し、特別展の
展示及び図録に反映させた。
○上花輪・樽職人菅谷又三氏調査　寄贈希望資料約 700 点については寄贈手続きに向け約 280 件のデ
ータ入力と写真撮影を実施し、基本的な調査作業を完了した。

キャリアデザインの調査研究
○「小さなポケットにつめた大きな夢～野中健一さんの宝モノ～」展にともなう野中氏のキャリア調査　
出品者の野中健一氏のキャリアを調査し、展示内容に反映させた。
○「集まれ！ワクワクみんなのおもちゃ」展にともなう市民の思い出調査　約54人におもちゃやあそび、
もしくはそれらを取り巻く環境や世情に関する聞き取り調査を行い、各自がキャリアを振り返る機会と
すると共に、その内容を展示解説等に活用し、世代間交流や相互理解の促進に努めた。

講演・講座等への協力

調査研究事業
事業区分：委託事業　

内容：「野田・関宿で活躍した人々」と題した講演。

5月7日 西武台千葉高等学校の総合学習で講演 学芸員 田尻　場所：西武台千葉高等学校

内容：「利根運河の魅力」について講演。

6月15日 梅郷OB会で講演 学芸員 柏女　場所：野田市老人福祉センター

内容：「展示準備の手順」について、実際の展示例に基づいて説明。

6月20日 法政大学博物館実習生への講義 学芸員  佐藤　場所：市民会館

内容：「川の町・野田～利根川・江戸川・利根運河～」と題した講演。

10月29日 西武台千葉高等学校の総合学習で講演 学芸員 柏女場所：西武台千葉高等学校

内容：「地域の自然・歴史・文化資産を守るシステムづくりに向けて」と題したシンポジウムで発言。

3月16日 千葉県博物館協会シンポジウムのパネリスト 学芸員 佐藤場所：千葉県立中央博物館

内容：学芸員の案内で博物館・市民会館、市内中央地区、関宿城博物館、関根名人記念館を見学。

7月29日 野田市新規採用学校教職員研修の案内解説 学芸員  佐藤・大貫場所：市内
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研究報告等の執筆
○柏女弘道　「博物館を拠点とする市民団体の活動意識と連携のあり方について　～「むらさきの里　野
田ガイドの会」の事例から～」2010 年度年報紀要、2012.3
○田尻美和子　「博物館資料保存論」カリキュラム検討講座Ⅱ　参加レポート」全日本博物館学会「学会ニ
ュース」No.97、2011.8
「寺子屋講座のあゆみと今後に向けて（1）　～来館者アンケートより～」2010 年度年報紀要、2012.3
○佐藤正三郎　「下総国葛飾郡関宿台町関係文書目録」2010 年度年報紀要、2012.3
「東日本大震災による千葉県内での歴史資料・文化財等への被害報告」千葉史学 58号、2011.5
○大貫洋介　「醤油樽から民芸樽へ　菅谷又造氏の細工場と道具について」2010 年度年報紀要、2012.3

市民つどいの間での所蔵図書の公開
例年同様、図録及び郷土資料図書を閲覧に供した。また、キャリアデザインやまちづくり、博物館学に
関する書籍を購入、寄贈などの手段により収集、配架した。千葉と茨城の定期刊行物について目録を作
成し、公開した。随時、学芸員が対面、または電話によるレファレンスサービスを行った。

フィルムコミッション
市民会館にてテレビCM1件の撮影が行われた。また、CM、ドラマ、映画の撮影など5件の問い合わせ、
現地視察があり、情報の提供を行った。

資料閲覧
展示していない当館所蔵資料のうち、閲覧の申請があった 35件について資料を収蔵庫から出し閲覧に
供した。

資料館外利用

写真や画像等の利用
当館所蔵資料の写真や画像等の利用 25件について申請を受理した。

公開事業
事業区分：委託事業　

貸出先：松戸市立博物館　　　　　
虎綱（資料番号 652） 1点 4月 1日～ 3月 31 日

目的：常設展での展示のため　　　　　　　　

貸出先：小山市立博物館　　　　　
醤油樽（資料番号 3977） 1点  4 月 9日～ 5月 22 日

目的：収蔵展「故小野塚イツ子氏遺贈品展」の展示のため　　　　　　　　

貸出先：石橋財団石橋美術館　
高島野十郎「御苑の大樹」（資料番号 5123） 1点 6月 15 日～ 9月 5日

目的：「九州新幹線・久留米駅開業記念　高島野十郎・里帰り展」の展示のため　

貸出先：野田市立北部小学校　　　
昆虫標本（資料番号 7983）等 10点 1月 25 日

目的：自然観察クラブに所属する児童が見学・観察するため　　　
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収蔵品特別展示

四代勝文斎作押絵行灯（2点）
期　間： 5 月 1日（日）～ 15日（日）
会　場：博物館 1階展示室

全て各都道府県にゆかりのある歌舞伎の一場面であり、当時の人気役者の似顔絵が描かれている。また、
開口部には河鍋暁斎や川端玉章など著名な画家の絹絵が嵌め込まれている。全国にも類例を見ない貴重
な美術品であるが、資料保存のため常時公開することができない。そのため平成 8年より、所蔵してい
る全 41点の押絵行灯から毎年 2点ずつ収蔵品特別展示として期間を区切り公開している。今年度は「市
川左団次の伊達五郎（山口県）」「尾上菊五郎の妲己のお百（秋田県）」を公開した。

１．展示内容
　当館所蔵の「押絵行灯」は、明治の押絵細工の名手として
知られる四代勝文斎の作品である。前面に施された押絵は

展示事業
事業区分：委託事業　
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１．目的
　本企画展では例年、小、中学生を主な対象に、野田の歴史を旧石器時代から現代まで、人々の生涯と
文化に焦点をあてて紹介してきた。今年度はこの方針を踏襲しつつ、課題とした「収蔵資料の公開」のた
めに、当館の新収蔵品を本展覧会の中で展示し、博物館の資料収集活動の啓発とするとともに、時代や
暮らしの変化について考える機会とした。

２．展示内容
　例年同様に旧石器時代から古墳時代までを考古遺物をもとに展示した。さらに、展示室北側半分を、
新収蔵品コーナーと位置づけて、平成 21、22 年度に新たに収蔵した資料を公開した。

（１）　旧石器時代から中世までの生活と文化
　石器、土器、埴輪等の出土遺物を展示し、人々の暮らしと文化につながる解説パネルで説明をした。
解説パネルでは、各時代の一般的な説明のほかに「黒曜石の道」や「土師器と須恵器」といったトピック
パネルを付した。
（２）　新収蔵品コーナー
　平成 21、22年度のすべての寄贈申込に対して 1点以上の資料を展示した（これまでに展示実績がある
資料を除く）。また、調査目的以外の購入資料を展示した。大型の古絵図、地図は、会期中の常時展示が
困難なため、関連事業（26ページ）で公開日を設けて閲覧できるようにした。

展示事業
企画展

野田に生きた人々　その生活と文化　パート4
会　期：４月９日（土）～６月 27日（月）
会　場：博物館 1階展示室
開館時間：9時～ 17時
入館料：無料
入館者：6,595 人

事業区分：委託事業

資料名
尖頭器　2点
石器　11点
尖頭器と削器　4点
石器　8点
打製石斧
磨製石斧
石匙
石鏃
深鉢形土器
片口付深鉢形土器
深鉢形土器
深鉢形土器

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

（出土地名）
寺後遺跡
槙の内遺跡
三ツ堀遺跡
本郷遺跡A地点
東金野井貝塚
北前貝塚
勢至久保遺跡
東金野井貝塚
勢至久保遺跡
稲荷前遺跡
新宿貝塚
槙の内遺跡

所蔵者
当館蔵（資料番号7119）
当館蔵（資料番号7118）
当館蔵（資料番号7120）
当館蔵（資料番号7117）
当館蔵（資料番号7123）
当館蔵（資料番号7122）
当館蔵（資料番号7128）
当館蔵（資料番号7127）
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7131）
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7132）

備考（年代、寄贈者）
旧石器時代
旧石器時代
旧石器時代
縄文時代草創期
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代早期
縄文時代前期
縄文時代前期
縄文時代前期

展示資料一覧
コーナー

※所蔵者・寄贈者は敬称略

縄
文
時
代

旧石器
時代
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資料名
深鉢形土器
注口土器
注口土器
注口土器
深鉢形土器
深鉢形土器
深鉢形土器
台付鉢形土器
鉢形土器
注口土器
鉢形土器
異形台付土器
ミミズク形土偶
ミミズク形土偶
ミミズク形土偶
耳栓
耳飾　3点
貝塚断面模型　
紡錘車
浅鉢形土器
壺形土器
壺形土器
壺形土器
臼玉
有孔円板
管玉
剣形品
勾玉
紡錘車
琴柱形石製品
直刀
鉄剣
竪穴式住居模型
壺形土器
直口壺
小型壺
小型壺
装飾壺
甑
高坏
小型高坏
二連壺
器台形土器
坩
台付甕
鉄鎌
長胴甕
甑
人物埴輪
人物埴輪
人物埴輪
人物埴輪
鶏形埴輪
魚形埴輪
円筒埴輪
馬形埴輪
朝顔形埴輪
円筒埴輪
円筒埴輪

番号
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71

（出土地名）
槙の内遺跡
香取原貝塚
岩名貝塚
山崎貝塚
中野台貝塚
野田貝塚
香取原貝塚
東金野井貝塚
東金野井貝塚
野田貝塚
山崎貝塚
野田貝塚
野田貝塚
野田貝塚
野田貝塚
東金野井貝塚
野田貝塚

西山遺跡
宝蓮坊遺跡
宝蓮坊遺跡
宝蓮坊遺跡
寺後遺跡
上灰毛遺跡
上灰毛遺跡
上灰毛遺跡
上灰毛遺跡
上灰毛遺跡
宮前遺跡
上野馬込遺跡
香取原古墳群
香取原古墳群
中根八幡前遺跡復元住居模型
堤台松山遺跡
中根八幡前遺跡
中根八幡前遺跡
中根八幡前遺跡
三ツ堀遺跡
桜台遺跡
寺後遺跡
堤台松山遺跡
丸山遺跡
寺後遺跡
寺後遺跡
寺後遺跡
ボタモチ山遺跡
南大和田遺跡
南大和田遺跡
東深井古墳群
東深井古墳群
東深井古墳群
門倉公園前古墳
東深井古墳群
東深井古墳群
香取原古墳群
流山市内
香取原古墳群
香取原古墳群
香取原古墳群

所蔵者
当館蔵（資料番号7133）
当館蔵（資料番号1039）
当館蔵（資料番号2550）
当館蔵（資料番号7141）
当館蔵（資料番号7140）
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号1035）
当館蔵（資料番号7070）
当館蔵（資料番号3）
当館蔵（資料番号7138）
当館蔵（資料番号7070）
当館蔵（資料番号7139）
野田市教育委員会
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7129）
当館蔵（資料番号7126）
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号2699）
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7136）
野田市教育委員会
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7135）
当館蔵（資料番号7114）
当館蔵（資料番号7110）
当館蔵（資料番号7113）
当館蔵（資料番号7111）
当館蔵（資料番号7112）
当館蔵（資料番号7108）
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号1113）
当館蔵（資料番号1112）
当館蔵（資料番号38）
当館蔵（資料番号6934）
当館蔵（資料番号41）
当館蔵（資料番号42）
当館蔵（資料番号43）
当館蔵（資料番号6966）
当館蔵（資料番号6938）
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7103）
野田市教育委員会
野田市教育委員会
野田市教育委員会
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7328）
野田市教育委員会
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号2266）
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号2267）
当館蔵（資料番号4102）
当館蔵（資料番号4105）
当館蔵（資料番号4104）
当館蔵（資料番号1086）
当館蔵（資料番号50）
当館蔵（資料番号6986）
当館蔵（資料番号1087）
当館蔵（資料番号1088）

備考（年代、寄贈者）
縄文時代前期
縄文時代後期
縄文時代後期
縄文時代後期
縄文時代中期
縄文時代晩期
縄文時代後期
縄文時代後期
縄文時代後期
縄文時代晩期
縄文時代晩期
縄文時代晩期
縄文時代後期～晩期
縄文時代後期～晩期
縄文時代後期～晩期
縄文時代
縄文時代
縄文時代
弥生時代
弥生時代後期
弥生時代
弥生時代
弥生時代
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代前期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代前期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期

コーナー

古
墳
時
代

縄
文
時
代

古
墳
と
埴
輪

弥
生
時
代

古
墳
時
代
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資料名
壺形土器
壺形土器
長頸壺
長頸壺
坏　2点
坏「十上」
皿
坏「十万」
坏蓋
常滑壺
古瀬戸梅瓶
弥陀一尊種子板碑
弥陀一尊種子板碑
弥陀三尊種子板碑
黒地桑製火鉢
おひつ
電話機
別珍足袋
産着、お守り
桐箪笥
くし、かんざし
徳利
手古棒
ディスクオルゴールのディスク
ディスクオルゴール
せいろ
豆焚き釜
櫂
酒徳利
キッコーマン醤油２リットル瓶木箱
手秤
薬味入れ
ヒラナタ
クリヒゲ
木槌
キッコーマン醤油昭和九年秋期特売規定
機関銃印自転車大売出しチラシ
東京醤油会社規則
キハク印醤油出荷披露広告
写真（金庫）
写真（車長持）
唐箕
人力稲刈機
除草機
牛耕用犂
引木
はばた
臼と杵
掛け軸
出野元山色紙
誉の栞
絵はがき「野田醤油株式会社　原料處理室」
絵はがき「野田醤油株式会社　貯蔵庫」
絵はがき「野田醤油株式会社　第九工場仕込タンク」
絵はがき「野田醤油株式会社　第十七工場全景」
絵はがき「野田小学校」
絵はがき「町長室に於ける茂木町長」
絵はがき「野田町中ノ台大師山の景」
絵はがき「野田第一公園の右端」

番号
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130

（出土地名）
堤台松山遺跡
堤台松山遺跡
二ツ塚古墳群
二ツ塚古墳群
南大和田遺跡
南大和田遺跡
南大和田遺跡
半貝遺跡
南大和田遺跡
吉春遺跡
吉春遺跡
吉春
吉春
目吹

所蔵者
当館蔵（資料番号6934）
当館蔵（資料番号6935）
当館蔵（資料番号7106）
野田市教育委員会
野田市教育委員会
野田市教育委員会
野田市教育委員会
野田市教育委員会
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7094）
当館蔵（資料番号7097）
当館蔵（資料番号7259）
当館蔵（資料番号7034）
当館蔵（資料番号2757）
当館蔵（資料番号8304）
当館蔵（資料番号8250）
当館蔵（資料番号8281、8282）
当館蔵（資料番号8267）
当館蔵（資料番号8279、8280）
当館蔵（資料番号8211）
当館蔵（資料番号8215、8216）
当館蔵（資料番号8219）
当館蔵（資料番号8269）
当館蔵（資料番号8372）
当館蔵（資料番号8370、8371）
当館蔵（資料番号8052）
当館蔵（資料番号8234）
当館蔵（資料番号8235）
当館蔵（資料番号8272）
当館蔵（資料番号8365）
当館蔵（資料番号8273）
当館蔵（資料番号8266）
当館蔵（資料番号8344）
当館蔵（資料番号8345）
当館蔵（資料番号8346）
当館蔵（資料番号8351）
当館蔵（資料番号8274）
当館蔵（資料番号8368）
当館蔵（資料番号8331）
当館蔵（資料番号8332）
当館蔵（資料番号8263）
当館蔵（資料番号8275）
当館蔵（資料番号8278）
当館蔵（資料番号8276）
当館蔵（資料番号8223）
当館蔵（資料番号8229）
当館蔵（資料番号8231）
当館蔵（資料番号8335、8336）
当館蔵（資料番号8044）
当館蔵（資料番号8209）
当館蔵（資料番号8348）
当館蔵（資料番号8349）
当館蔵（資料番号8349）
当館蔵（資料番号8349）
当館蔵（資料番号8349）
当館蔵（資料番号8349）
当館蔵（資料番号8349）
当館蔵（資料番号8349）
当館蔵（資料番号8349）

備考（年代、寄贈者）
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代
古墳時代
９世紀
９世紀
９世紀
９世紀
９世紀
１４世紀前半
１４世紀前半
永仁7年（1299）
正和2年（1313）
元徳4年（1332）
小山聖寄贈
染谷正雄寄贈
新井敏之寄託
澁谷由梨子寄贈
戸辺信次寄贈
小嶋とし子寄贈
小嶋とし子寄贈
清水東側北奉社組寄贈
山崎長治郎寄贈
舟澤武久寄贈
舟澤武久寄贈
茂木佐平治寄贈
染谷正雄寄贈
染谷正雄寄贈
宮川英一寄贈
横田良一寄贈
宮川英一寄贈
玉ノ井芳雄寄贈
玉ノ井芳雄寄贈
玉ノ井芳雄寄贈
玉ノ井芳雄寄贈
購入
購入
購入
購入
キッコーマン総合病院寄贈
大野直臣寄贈
荒井三男寄贈
荒井三男寄贈
荒井三男寄贈
染谷正雄寄贈
染谷正雄寄贈
染谷正雄寄贈
塩田昭之助寄贈
大塚勝郊寄贈
大上京子寄贈
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入

コーナー

商
売
と
産
業
の
品
々

古
代

絵
は
が
き
等

板
碑
と
信
仰

農
作
業
の
道
具

大型資料

暮
ら
し
の
品
々

土師器と
須恵器
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○新収蔵の古絵図、地図資料の特別公開
実施日：5月 29 日（日）、6月 12 日（日） 10 時～ 16 時
場　所：市民会館　竹梅の間
来場者：計 72人
内　容：新収蔵資料のうち、展示室での鑑賞が困難な大型の絵図や地図を市民会館の部屋に広げて特別
公開し、閲覧に供した。

３．関連事業
○勾玉作り体験教室
実施日：第 1回　5月 5日（木・祝） 10 時～12 時
内　容：古代の生活や文化を学芸員が説明した後、勾玉の
実物を観察しつつ、滑石を用いて勾玉を作成した（詳細は
キャリアデザイン事業の項も参照）。

○寺子屋講座
事業区分：自主事業
実施日：6月 19 日（日）13時 30 分～ 15時 30 分
内　容：企画展に関連づけて、第 75 回の芸道文化講座の
講師を元醤油会社勤務兼農家の荒井三男氏に依頼し、兼業
農家としての生活を、古写真や実際に使用していた農具を
前にお話いただいた（詳細は寺子屋講座の項も参照）。

資料名
荒物屋の帳簿
香典帳
国分寺瓦拓本集
内務省東京土木出張所直轄河川工事記念帖
内国通運会社諸規則
慶長中外伝
台付甕
蝶の標本　2箱
木刀
素振り刀
写真（大澤専二）
金蒔絵煙草箱
剣道教本

番号
131
132
133
134
135
136
137
138
139
140
141
142
143

出土地名

今上・田中家文書

所蔵者
当館蔵（資料番号8270）
当館蔵（資料番号8262）
当館蔵（資料番号8041）
当館蔵（資料番号8327）
当館蔵（資料番号8329）
当館蔵（資料番号8324）
当館蔵（資料番号8141）
当館蔵（資料番号8379、8380）
当館蔵（資料番号8255）
当館蔵（資料番号8256）
当館蔵（資料番号8257）
当館蔵（資料番号8261）
当館蔵（資料番号8260）

備考（年代、寄贈者）
松本富夫寄贈
田中瑞枝寄贈
鈴木文子寄贈
購入
購入
田中豊久寄贈
白鳥良一寄贈
菊池晃一郎寄贈
大澤俊一寄贈
大澤俊一寄贈
大澤俊一寄贈
大澤俊一寄贈
大澤俊一寄贈

コーナー

寺子屋講座「昭和 30年代の兼業農家の生活」 

新収蔵の古地図、地図資料の特別講演

資料名
下総国絵図
梅郷村全図
下総国全図
下総国輿地全図
朝鮮鉄道線路略図
新亜細亜濠洲欧州周域地図
関東大震災状況全図
東京大震災火災地図
東京及横浜復興地図
帝都大震火災系統地図
世界新地図
新日本鳥かん図

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

所蔵者
当館蔵（資料番号8210）
当館蔵（資料番号8367）
当館蔵（資料番号8378）
当館蔵（資料番号8377）
当館蔵（資料番号8320）
当館蔵（資料番号8319）
当館蔵（資料番号8321-2）
当館蔵（資料番号8321-6）
当館蔵（資料番号8321-7）
当館蔵（資料番号8321-8-1）
当館蔵（資料番号8322）
当館蔵（資料番号8323）

備考（寄贈者）
購入
髙梨綾子寄贈
購入
購入
購入
購入
茂木佐平治寄贈
茂木佐平治寄贈
茂木佐平治寄贈
茂木佐平治寄贈
茂木佐平治寄贈
茂木佐平治寄贈

備考（年代）
江戸末期
大正7年
明治12年
嘉永2年（1849）
大正11年
昭和18年
大正12年頃購入
大正12年頃購入
大正12年頃購入
大正12年頃購入
大正8年頃購入
大正9年頃購入

コーナー
※所蔵者・寄贈者は敬称略

特
別
公
開

大
澤
専
二

古
文
書
と

書
籍

その他
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関連事業　当館では大型連休に集客が伸び悩む傾向がある。そのため敢えて勾玉作りの講座を 5月の連
休に企画し、親子連れの来館をねらいとした。夏休みと比較すると参加者数は少なかったものの、今後
も継続し、口コミの波及に期待したい。新収蔵資料の全件公開という目標に対して、スペースや形状的
に展示するのが困難であった古絵図や地図を、関連事業によって公開したことは良かったと思われる。
公開時間は限られてしまうが、展示ではただ眺めるだけしか出来ないものを、市民会館では間近で内容
まで閲覧することができ、希望者のニーズに応えるものであった。ミュージアムショップ用の陳列棚の
新設を契機に、新たな試みとして、平成 20年度にニックネーム募集企画が好評を博した土偶のミミ―
のグッズ製作を行った。震災の影響もあり、発売が遅れ、会期中に販売が開始できなかったのが悔やま
れるが、購入者からの意見により今後のグッズ開発に向けての手がかりを得た。

来館者の反応　展示資料の中では、ディスクオルゴールが特に人目を引いていた。実際に動かして録音
した音源を、展示室内に置いた CD プレーヤーでいつでも聴けるようにしていたことも好評であった。
東日本大震災の影響もあり、関東大震災関係資料への関心が高く、古い地図を見て自宅の昔の地盤の状
況を知りたいという要望が寄せられた。
　その他、来館者の感想は展覧会アンケート集計（43～ 47 ページ）を参照。

○ミミーストラップの開発・販売 
事業区分：自主事業
実施日：7月 13 日（水）販売開始
価　格：500 円（税込）
販売数：336 個（当年度合計）
内　容：ミュージアムショップ用グッズとして、野田貝塚
出土のミミズク形土偶「ミミー」のストラップを開発・販売
した。

４．評価
展示内容　2011年3月11日の東日本大震災の影響を受け、
本展示は当初予定していた 4月 2日（土）オープンを 1週間
順延させての開始となった。ただし内部的な準備作業は、
4月以降はおおむね平常通り進めることができたため、展
示内容は震災前の計画通りに完成させることができた。本
企画展は、例年コンセプトを変えずに行ってきたが、今年
度より新収蔵品の展示計画を見直したこととあわせ、展示
スペースの半分をこれに充てたことで新鮮味が加わった。
　大きな課題として、小中学生の歴史学習に対応する内容
で実施しているにも関わらず、小中学校からの来館がほと
んどないことがあげられる。徒歩圏内にある小中学校につ
いては、教員へ直接コンタクトをとり、来館を促す等の対
応が必要である。また、現状の学習指導要領とのマッチン
グの点からは、学校対象の企画展の開催時期を冬として、
歴史学習から昔のくらし学習にシフトした内容とした方
が、多数の利用と効果的な学習の機会の提供が見込まれる
と考えられる。

ミミーストラップ
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１．目的
　市民コレクション展では、野田市民の中でまとまったコレクションをもった方に依頼をし、そのコレク
ションを展示する。単なる貸しギャラリーとしてではなく、資料の提供者と学芸員の協働で文化的な展示
構成を考え、野田市の文化資料としての視点で展示を行う。資料の提供者には個人史を語っていただき、
自身のキャリアを振り返る機会にしてもらうとともに、参加した市民のキャリアデザインに役立てる。
　本企画展では、野田生まれ・野田育ちの野中健一氏が約 30年にわたって収集した、絵画や陶器など
の美術品から日用品、玩具、機械の部品、仕事先や地元・野田に係わる品々を展示した。また、コレク
ションによって生まれた様々な人々との出会いや趣味の俳句や踊りなどを通して、「自分なりの楽しさを
探すこと」や「自分の想いを表現すること」の素晴らしさを伝えることを目的とした。

２．展示内容
　野田出身作家の作品、子どもの頃に興味関心のあったおもちゃ、勤めた企業の関連グッズ、本格的に
コレクション収集を始めてから集めた美術品や骨董品、キャラクターグッズなどを展示した。また、氏
のコレクターとしてのキャリアを支える趣味の旅や俳句、家族に関する資料を展示した。

（１）　地元・野田とキャリアに関する宝モノ
　地元商店の湯呑や醤油ラベル、野田出身の作家の作品、野中氏が子どもの頃に興味関心があったもの
や勤めていた会社の関連グッズなどを展示した。
（２）　宝モノを探して
　本格的に収集活動を始めてからのコレクションや、独自の視点で工具や機械の部品を人の顔や動物に
見立てて収集する、氏ならではの感性を紹介した。
（３）　コレクションを通じた出会い
　作家や関係者からもらった作品等を展示し、コレクションによって生まれた人々との交流を紹介した。
（４）　想いを表現する
　趣味の俳句や踊り、市内にオープンした個人美術館「小さなポケット」を通して、自らの想いを様々な
形で表現することの素晴らしさを紹介した。

展示事業
企画展・市民コレクション展

小さなポケットにつめた大きな夢～野中健一さんの宝モノ～
会　期：7月 9日（土）～ 9月 26日（月）
会　場：博物館 1階展示室
開館時間：9時 ～ 17時
入館料：無料
入館者：7,737 人

事業区分：委託事業
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展示資料一覧
資料名
絵はがき「野田醤油株式会社旧本社」
絵はがき「興風会館」
絵はがき「野田町全景」
絵はがき「野田運河」
絵はがき「清水公園」
絵はがき「キッコーマン第一醸造場」
絵はがき「御用蔵」
絵はがき「清水公園」
野田商誘銀行　第五拾貮期営業報告書
野田商誘銀行　株主名簿
利根運河株式会社　第五拾参回報告書
ミミズク形土偶「ミミー」ストラップ
月刊『自遊行動』創刊号
野田新聞（号外）
第三回内国勧業博覧会第三部三類野田組製造醤油出品広告
野田に関するテレホンカード　2点
粕壁　五万分の一地図（野田町部分）
野田　五万分の一地図（野田町周辺）
『醤油の出来るまで』
醤油、味淋のラベル　5点
杯（亀甲萬印）
キッコーマン　陶器瓶入り醤油
湯呑み「キッコーマン」
湯呑み「岩立電機」
湯呑み「北島輪業」
湯呑み「丸嶋屋」
湯呑み「みのわ寿司」
杯「待山酒店」
杯「リカーショップ大塚」
杯「南部小学校改築記念」
杯「今上落樋管竣工記念」
杯「若山牧水　亀甲萬の歌」
杯「梅郷　金馬簾三條記念」
ホーロー看板「フジナカ味噌」
ホーロー看板「マンジョウ味淋」
ホーロー看板「キノエネ醤油」
絵画「かごめかごめ」
山中直治童謡曲集CD
『かごめかごめ考』
絵はがき「野田小学校」
劇パンフレット「山中直治物語」
山中直治生誕90年記念タトウ　2点
ぬいぐるみ
消しゴム　10点
サイン（力道山の息子、百田光雄氏）
ベーゴマ　4点
プラモデル　5点
『フラナガン神父と少年の町』
ポストカード（小松崎茂サイン入り）　2点
けん玉
コマ　2点
メンコ　7点
スプリング銃、コルク銃　6点
紙風船
おはじき
ビー玉
福笑い
着せ替えシート
ベル

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59

所蔵者
野中健一
（以下同）

備考（作者・著者）

茂木佐平治

宮坂栄一

宗谷真爾

装丁・挿絵　小松崎茂

石山夢子

コーナー

※所蔵者・作者・著者は敬称略

野
田
に
生
ま
れ
育
っ
て

備考（年代）

大正15年（1926）
大正15年（1926）
大正3年    （1914）

昭和34年（1959）
明治23年（1890）

大正5年    （1916）
昭和6年    （1931）
昭和8年    （1933）

昭和38年（1963）

子
ど
も
の
頃
の
思
い
出

野田が生んだ作品
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資料名
湯呑み
りんごの器
『詩と詩論』
『歌集　銀婚』
『随筆　いびき博士』
『秘伝　戸隠流忍法』
『日光東往還』
『樽職人の詩』
『髙梨花人全句集』
『詩集　水滴』
『詩集　呼吸』
『歌集　黒き甍』
『トスカーナの春』
『野田の醤油史』
『小沼草炊句集』
『宗谷真爾創作集　影の神』
『明日を育てる』
『いびきの世界学会への道』
絵画「ナオコさん」
絵画「ほしたちが」
絵画「夏めく川間」
絵画「外房白浜燈台」
絵画「長い旅をする時」
絵画「つゆ空のほほえみ」
絵画「風景」
絵画「目吹風景」
絵画「塩屋崎灯台」
絵画「北辺の月」
絵画「海への道」
絵画「琴富久」
絵画「RED」
絵画「傾城」
絵画「町と鳥」
絵画「かごめ像」
絵画「愛宕神社」
絵画「心」
土人形「馬跳び」
オブジェ「人間の祖先」　7点
こちら葛飾区亀有公園前派出所 THE MOVIE ～勝どき橋を封鎖せよ！～ 関係グッズ 3点
パネル「野中健一さんキャリア年表」
コカ・コーラピンズコレクション　217点
利根コカ・コーラボトリング株式会社20周年記念品
利根コカ・コーラボトリング株式会社本社工場竣工記念品
コカ・コーラ関連グッズ　48点
コカ・コーラブリキプレート　4点
ジグソーパズル
カナダドライ関連グッズ　8点
ミスタードーナツ関連グッズ　8点
利根コカ・コーラボトリング株式会社40周年記念品
ところてんの天突き器
五つ玉算盤
カルメ焼きの道具
和菓子の型（鯛）
和菓子の型（金型）　10点
かき氷の器とシロップかけ
天秤はかり
くけ台
拍子木
松竹錠
矢立
おろし器
自転車のライト

番号
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121

所蔵者 備考（作者・著者）
福田光山
森川薫
古谷津順郎
岡野久米
池松武之亮
初見良昭
木原徹也
玉ノ井芳雄
髙梨花人
染谷冨美代
染谷三代子
戸邊守章
阿部博好
市山盛雄
小沼草炊
宗谷真爾
染谷誠
池松武之亮
門倉直子
青木和美
小林武雄
櫻田精一
莚平桃太郎
石井政雄
茅野吉孝
高木次雄
関綾子
小野具定
宮本典刀
初見良昭
鈴木康弘
青木和子
川村良紀
梅田宏
大野みつ子
青木志郎
梅田宏
湯浅孝平
監督　川村泰祐

コーナー

野
田
が
生
ん
だ
作
品

備考（年代）

昭和57年（1982）
昭和38年（1963）

平成14年（2002）

仕
事
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

宝
モ
ノ
を
探
し
て
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資料名
折りたたみ枕
携帯カイロ
絞り染めの道具
版画「幼な心の四季」（夏）
書籍『谷内六郎展覧会』と感想の俳句
壁掛け花器
ボヘミアングラス
ビードロ（ポッペン）
赤絵徳利
小物入れ
日本地図皿
大久保彦左衛門像
薩摩錦手　人物文変形合子
七宝花瓶
オブジェ「空中都市」
胡椒入れ
女神像
オルゴール観覧車
切り絵
似顔絵
指ぬき　41点
オブジェ「家守」
オブジェ「Fucking-lover red,yellow」
ナンバープレート　3点
軸「日廻草」
絵画「菜の花」
オブジェ「命」
オブジェ「スモーキングドッグ」
オブジェ「うたたねの日々」　6点
オブジェ「まいらいふ　男」「まいらいふ　女」
化石類　15点
JTBポスター
パネル「のなかさんのなか～野中さんの感性の根源を大解剖～」
キャラクターグッズ　38点
桜をテーマに集めたグッズ　53点
ランプ【UFO】
燭台【怪獣】
バリカン【鹿の角】
フック【鳥】　9点
刺身パックの盛り上げ器具【鳥】【前足を伸ばした犬】　3点
手鉤【鳥】　2点
十徳ナイフ【鳥】
蛇口【鳥】
缶切り【人の顔】　2点
栓抜き【人の顔】　
缶詰のフタ【人の顔】　
燭台【人の顔】　
蝶番【人の顔】　
電柱に取り付ける絶縁用器具【人の顔】　
機械の部品【人の顔】　2点
バックル【人の顔】
ソケット【人の顔】
アイロンの電熱線【イカ】
工具【口をあけた怪獣】　2点
バックル【口をあけた怪獣】
パーマの道具【口をあけた怪獣】
手回しドリル【機関銃】
鍋敷き
アイスピック付栓抜き
ハンドミキサー
粉チーズ削り
カミソリ

番号
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132
133
134
135
136
137
138
139
140
141
142
143
144
145
146
147
148
149
150
151
152
153
154
155
156
157
158
159
160
161
162
163
164
165
166
167
168
169
170
171
172
173
174
175
176
177
178
179
180
181
182
183

所蔵者 備考（作者・著者）

谷内六郎

柿右衛門窯

浜田庄司

小山佐敏

サビーノ

富田菜摘
富田俊恵

田中一村
中島千波
森本初江
井川千鶴
井川千鶴
井川千鶴

原画　東山魁夷

コーナー

宝
モ
ノ
を
探
し
て

備考（年代）

何
に
見
え
る
？
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資料名
手甲
カウボーイの拍車
舞扇
手編みのセーター
誕生日ケーキの箱
カメラ　3点
オブジェ「犬」、「猫」
写真（初めての会社の慰安旅行）
写真（冬の厳しさを感じに）
写真（現地の子供たちと隠れん坊）
写真（ガル・ヴィハーラの涅槃仏）
写真（イワラジ川下りを終えて）
写真（托鉢を終えたお坊さんと）
写真（マサイ族との記念写真）
写真（ピラミッドを背にコカ・コーラを飲む）
こきりこささら
エジプトの太鼓
ケニアの楽器
自作の楽器
『旅の絵本』
『10人の漫画家の10の旅』
パネル「踏み出そう！世界への一歩！」
旅のお土産　98点
父親の作った机
母親の描いた油絵
弟へのお土産　14点
自作のこけし
絵付けをした湯呑み
コレクション台帳
雑誌に投稿した写真
写真（食後にレストランで踊りを披露）
日記代わりの俳句
『名句のせかいを描く』（サイン入り）
歌詞「風に吹かれて」
紀行文「世界を旅して」
月刊『とも』連載のエッセイ「一歩記」
絵画「ねつぞう恐竜」
ラジオ投稿の景品　携帯テレビ
自画像
本展に合わせて詠んだ俳句「古里の」、「人々と」、「一巡」
自作のオブジェ　3点
小さなポケットパンフレット
展覧会案内
写真（小さなポケット開館記念）
オブジェ「灯り」
陶製看板「小さなポケット」
写真（小さなポケット展示風景　絵画コーナー）
写真（小さなポケット展示風景　お楽しみ部屋）
看板「小さなポケット」
軸「寂」
軸「水仙」
軸「青い月」
軸「秋明菊」
お盆　5点
小物入れ
椀
杯
動物の置物　5点
印璽　3点

番号
184
185
186
187
188
189
190
191
192
193
194
195
196
197
198
199
200
201
202
203
204
205
206
207
208
209
210
211
212
213
214
215
216
217
218
219
220
221
222
223
224
225
226
227
228
229
230
231
232
233
234
235
236
237
238
239
240
241
242

所蔵者 備考（作者・著者）

會田幸惠

谷内六郎
漫画家の絵本の会

野中健一

野中健一
漫画家の絵本の会 
野中健一
野中健一
野中健一
久里洋二

野中健一
野中健一
野中健一

會田幸惠
會田幸惠

向原常美
小林五浪
牧野宗則
荒井孝

コーナー備考（年代）

昭和38年（1963）
昭和49年（1974）
昭和56年（1981）
昭和56年（1981）
昭和57年（1982）
昭和59年（1984）
平成3年    （1991）
平成5年    （1993）

平成7年    （1995）

平成16年（2004）

旅
の
思
い
出

宝モノから
生まれた
出会い

小
さ
な
ポ
ケ
ッ
ト

想
い
を
表
現
す
る

弟
と

一
緒
に

何に見える？

・所蔵者はすべて野中健一（但し154、191～198、205、214、230、231を除く）
・「何に見える？」コーナーの【　】内は野中氏から見て何に見えたかを示す
・233～242は隣接する野田市市民会館内に展示した

市
民
会
館
で
の
展
示
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ることが出来たことがよかったという声が多く聞かれた。また、印象に残った展示物を聞くアンケート
の設問に野中氏の存在を挙げる来館者もいた。また、コレクションの種類や量に感心する来館者も多く、
より多くの資料を出して氏のコレクションの特徴を紹介するという意図は果たされたと思われる。野中
氏のコレクションの展示を再度開催することを希望する声もあった。
その他、来館者の感想は展覧会アンケート集計（43～ 47 ページ）を参照。

３．関連事業
○出品者によるギャラリートーク
実施日：7月 24 日（日）、8月 28 日（日）14時～ 15時　
場　所：博物館 1階展示室
参加者：第 1回 22 人、第 2回 7人
内　容：企画展に関連し、出品者の野中健一氏による展示
解説会を実施した。
○寺子屋講座
事業区分：自主事業
実施日：9月 18 日（日）13時 30 分～ 15時 30 分
内　容：企画展に関連し、芸道文化講座として、出品者で
元個人美術館館長の野中健一氏に、コレクションをはじめた
きっかけや生まれ育った野田への思い、コレクションについ
てお話いただいた。（参加者などは寺子屋講座の項に掲載）。

４．評価
展示内容　野中氏の所有するコレクションは膨大な数であ
り、展示資料の不足に悩むことはなかったが、膨大である
がゆえに、どのような切り口で展示を構成するかが最も苦
慮すべき点であった。絵画などの単一ジャンルのみで展示
を行うことも可能であったが、コレクションを紹介するだ
けでなく、コレクターのキャリアを紹介するという市民コ
レクション展の目的に合わせ、氏のコレクションの最大の
特徴である、自らが「楽しい」「面白い」と感じたものをジャ
ンルを問わず収集するという多様性に焦点を当て、できる
だけ多くの種類の資料を展示することを心掛けた。そのた
め、キャプションについても野中氏が特に思い入れのある
コレクション以外は詳しい説明を添えず、より多くの資料
が展示できるような配置を心掛けた。展示資料の多さは来
館者からも好評であったが、キャプションによる資料説明
の不足を毎日来館してくれた野中氏の説明によって補って
いる面があったことも否めない。

来館者の反応　会期中は毎日野中氏が来館し、来館者への
説明を行ってくれたため、コレクターから直接説明を受け

出品者によるギャラリートーク 

寺子屋講座「私が出会った宝モノたち
～自分なりの楽しさを探して～
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１．目的
　特別展は学芸員の調査研究にもとづいて野田に関する学術的な展示を行う。また、展示に関連した
講演会等を行い、地域を深く知る機会とする。
　本展示では、地域の再発見や活性化に寄与することを目的に、野田の名産品である醤油味の煎餅を
取り上げた。野田における煎餅の歴史を江戸時代から現代まで資料や聞き書きに基づいて通時的に明ら
かにし、製法や道具、他所の煎餅との比較を通じて、野田の煎餅の特徴を紹介した。

２．展示内容

（１）　煎餅の歴史
　煎餅の起源から、京都や江戸など大都市で発達していく過程など煎餅そのものの歴史について、文献
や絵画資料に基づいて展示した。次に野田の煎餅の歴史について、江戸川舟運や日光東往還などの交通
路の影響を交え古文書をもとに紹介した。
（２）　原料と製法
　煎餅の原料について模型などをもとに説明したのち、野田の煎餅の製法と保管容器の変遷を、写真と
手づくり時代の道具とともに紹介した。網上の乾燥した生地は手に取って触ることが出来るようにし
た。また、煎餅の手焼きの様子をフォトフレームによるスライドショーにして展示した。
（３）　聞き書き　野田の煎餅屋
　市内で煎餅の製造・販売を行う 11店舗について、その歴史や特徴、こだわりを聞き書きをもとにま
とめ、写真や各店舗に関連する資料とともに展示し、全店舗の配置図を配した。
（４）　様々な煎餅
　野田独特の押さずに膨らませた鬼焼き煎餅や、全国各地の小麦煎餅、あられやおかきなどの米菓、市
内 11 店舗の煎餅の現物を展示した。食品を配置するため、他の現物資料は最小限にとどめ、煎餅の現
物は乾燥材入りのケースに入れた。

展示事業
特別展

野田の煎餅 ～醤油の町の名物～
会　期：10月 8日（土）～ 12月 5日（月）
会　場：博物館 1階展示室
開館時間：9時～ 17時
入館料：無料
入館者：7,047 人

事業区分：委託事業
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展示資料一覧
資料名
和名類従抄
和漢三才図会
合類日用料理抄（複製）

即席餅菓子増補手製集（複製）
江戸の華 名物商人ひやうばん（評判）
人倫訓蒙図彙
宝船桂帆柱（複製）
浮世絵「名物　御せんべい」（複製）
江戸名物菓子双六（複製）
勉強する童男（複製）
パネル「絵本　雪月花」
パネル「色縮緬百人後家」
パネル「賢女心化粧」
パネル「桜草野辺錦」
パネル「福徳果報兵衛伝」
関東醤油番付
鰻丼　模型
寿司　模型
蕎麦　模型
香典帳
奥羽道中膝栗毛　
愛宕稲荷奉社勘定連名帳
稲荷奉社日掛議定帳
パネル「野田周辺の街道と河川」
江戸川縁領々地図
写真（江戸川の高瀬舟）
土（初版本）
野田盛況史
諸掛帳
新版　野田町案内
御大典奉祝記念教育産業展覧会賞状
野田小学校増築校舎竣功式記録目次
醤油王国亀甲萬味合帖
写真（琴平神社祭礼時の本町通り）

写真（増築した野田尋常高等小学校）
染谷亮作宛書状
砂糖・菓子配給関係文書
宝
食生活の変遷 食生活展覧会資料集成
絵葉書「弁天池ゴルフ場」
絵葉書「野田ゴルフコース」
絵葉書「清水公園の花見」
パネル「野田の煎餅関係年表」
重ね餅　模型
焼き餅　模型
ご飯　模型
団子　模型
うるち米の処理過程
石臼と台
練り用の桶
丸形蒸籠
箱形蒸籠
臼・杵
四斗樽
伸し機のローラー
伸し台・伸し棒
切り型

番号
1
2
3

4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34

35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57

作者等
源順編

十返舎一九編

蒔絵師源三郎画
十返舎一九編
歌麿画・遺珠刊行会復刻　

多田義俊著、西川祐信画
西沢一風著
江島其磧著
宿屋飯盛著、勝川春林画
山東京伝著

今上・田中吉右衛門家文書
二代十返舎一九著

長塚節著
山口頼定編著
今上・窪田家文書

山中くに家文書

中里・染谷静男家文書
野田地区生活必需品小売統制組合文書

今上・窪田家文書

備考（年代）
承平年間（931～938年）
正徳2年（1712）
元禄2年（1689）

文化10年（1813）
文化12年（1815）
元禄3年（1690）
文政10年（1827）
寛政年間（18世紀末）
19世紀中頃
明治初期
宝暦7年（1757）
享保3年（1718）
延享2年（1745）
天明3年（1783）
寛政5年（1793）
嘉永6年（1853）

安政5年（1858）
弘化～嘉永年間
慶応4年（1868）

江戸時代後期
近代
明治45年（1912）
明治38年（1905）
明治43年（1910）
昭和5年（1930）
昭和3年（1928）
昭和7年（1932）
昭和7年（1932）
昭和7年（1932）

昭和13年（1938）
昭和20年代
昭和18～27年
昭和29年（1954）
昭和30年（1955）頃
昭和30年代
昭和30年代

コーナー

※所蔵者・提供者は敬称略

所蔵者・提供者
野田市立興風図書館所蔵
当館蔵（資料番号 2262）
キッコーマン国際食文化
研究センター所蔵
当館蔵
当館蔵（資料番号 8446）
埼玉県立歴史と民俗の博物館所蔵
当館蔵（資料番号8422）
当館蔵（資料番号8423）
国文学研究資料館所蔵
国文学研究資料館所蔵
たばこと塩の博物館所蔵
国立国会図書館所蔵
早稲田大学図書館所蔵
東京都立中央図書館加賀文庫所蔵
東京都立中央図書館加賀文庫所蔵
当館蔵（資料番号8590）

当館蔵（資料番号 8035）
当館蔵（資料番号 8444）
野田市立興風図書館所蔵
当館蔵（資料番号 1776）

野田市立興風図書館所蔵
千葉県立房総のむら所蔵
野田市立興風図書館所蔵
野田市立興風図書館所蔵
当館蔵（資料番号 5119）
当館蔵
大川屋所蔵
当館蔵（資料番号 4677）
当館蔵（資料番号 4336）
キッコーマン国際食文化
研究センター所蔵
当館蔵
当館蔵（資料番号 6261）
当館蔵（資料番号 3025）
当館蔵（資料番号 5119）
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵

当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵

当館蔵（資料番号6071）
程田家所蔵
鈴木煎餅店所蔵
程田家所蔵
当館蔵（資料番号 8335、8336）
当館蔵（資料番号5129）
程田家所蔵
当館蔵（資料番号 2666）
当館蔵（資料番号 8447）

醤
油
の
町
の
名
物
と
し
て

江
戸
時
代
の
煎
餅
の
姿

大
都
市
で

生
ま
れ
た
煎
餅

野
田
の
煎
餅
の

お
こ
り

煎
餅
の
復
活
と

勇
躍

煎
餅
の

原
料
・
米
へ
の

こ
だ
わ
り

醤
油
味
の

煎
餅
は

い
つ
か
ら
？

煎
餅
の
製
法
と

伝
統
の
技

35



資料名
伸し台
写真（手伸し再現）
写真（切り型で抜いた生地再現）
網
煎餅生地
ガス式煎餅焼き台
回転式焙炉の籠
写真（焙炉）
時計
スライドショー（煎餅焼きの様子）
焼き台
押しごて
金箸
醤油の容器
写真（刷毛で醤油を塗る）
乾燥用の籠
味付け用の桶
茶箱
茶壺
茶壺
地球瓶
金属製の箱
手焼きの土人形
抜き型
店舗模型
世界モンドセレクション金メダル
手土産用の紙箱
写真（一連式自動焼き機）
押しごて
手焼き風景額入り写真
押しごて（使用前、使用後）
贈答用の缶
包装紙の下絵
酒屋時代の看板
和菓子の抜き型
「醤油名匠」盾
「野田週刊」掲載の金杉屋広告
写真（自然食品　のり入りせんべい）
写真（野田市技能功労賞の盾）
さかなクンの色紙
写真（焼きたての煎餅）
写真（ポキベー）
パネル「野田市の煎餅屋マップ」
パネル「日光道中膝栗毛」
鬼瓦
写真（醤油を塗った生地）
写真（鬼焼きの手焼き）
各店の鬼焼き煎餅
南部煎餅
からから煎餅
御池煎餅
写真（亀の甲煎餅）
亀の甲煎餅
二○加煎餅
各地の醤油煎餅
あられ
おかき
あられ・おせんべいの日　ポスター
様々な味付きの煎餅
市内各店舗の醤油煎餅

番号
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117

作者等

仮名垣魯文著

備考（年代）

昭和47年（1972）

昭和30年代

昭和32年（1957）

平成12年（2000）

安政4年（1857）

コーナー所蔵者・提供者
程田家所蔵

程田家所蔵
大川屋提供
煎餅組合所蔵
程田家所蔵
鈴木煎餅店
程田家所蔵

大川屋所蔵
大川屋所蔵
大川屋所蔵
程田家所蔵

程田家所蔵
程田家所蔵
程田家所蔵
当館蔵（資料番号 660）
当館蔵（資料番号 2197）
当館蔵（資料番号 6865）
福田屋せんべい店所蔵
大川屋所蔵
大川屋所蔵
喜八堂所蔵
喜八堂所蔵
片野煎餅店所蔵
片野煎餅店
鈴木煎餅店所蔵
鈴木煎餅店所蔵
平井せんべい店所蔵
福田屋せんべい店所蔵
福田屋せんべい店所蔵
米澤屋所蔵
米澤屋所蔵
米澤屋所蔵
当館蔵（資料番号 5866）
沢田せんべい店
沢田せんべい店所蔵
藤井本店所蔵
つるやせんべい
つるやせんべい

名古屋市蓬左文庫所蔵
当館蔵（資料番号 8358）

横浜市神奈川図書館提供

全国米菓工業組合提供
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煎餅を探しに
町へ出よう
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３．関連事業
○オープニング・レセプション
実施日：10月 8日（土）10時～ 11時
場　所：博物館 1階展示室
参加者：55人

○展示解説会「食べて学ぼう　野田の煎餅」
実施日：10月 22 日（土）、11月 5日（土）、27日（日）
　　　　14時～ 15時
参加者：第 1回 8人、第 2回 6人、第 3回 13 人
内　容：展示室を学芸員の案内で見学した後、市民会館に
移動して各種の特徴的な煎餅を食べ比べ、野田の煎餅の特
徴や製法について学んだ。

○寺子屋講座「野田の煎餅　四方山話」　
事業区分：自主事業
実施日：11月 6日（日） 13 時 30 分～ 15時 30 分
内　容：特別展に合わせて第 80 回まちの仕事人講話を煎
餅店店主の日佐戸光明氏、荒巻眞一氏に依頼し、手作り時
代の苦労や思い出、野田の煎餅の特徴、道具の使い方や製
造時の工夫などをお話しいただいた（参加者などは寺子屋
講座の項に掲載）。

○煎餅の手焼き体験
実施日：11月 12 日（土）、26日（土） 10 時～ 12 時　
場　所：博物館前庭 
参加者：2日間合計 93人
内　容：煎餅店店主の協力を得て、ガス式焼き台を用いて
煎餅の手焼きと刷毛による醤油塗りの体験を行い、煎餅の
工程や職人の技について学ぶ機会とした。

○特別展関連講演「和菓子の歴史と煎餅」
実施日：11月 19 日（土） 13 時 30 分～ 15時 30 分
講　師：青木直己氏（虎屋文庫研究主幹）
場　所：市民会館　松竹梅の間 
参加者：38人
内　容：特別展に関連して、古代から現代までの和菓子の
歴史と、菓子としての煎餅の位置づけを画像資料などを交
えてお話しいただいた。

オープニング・レセプション

展示解説会
「食べて学ぼう　野田の煎餅」

寺子屋講座「野田の煎餅　四方山話」

特別展関連講演「和菓子の歴史と煎餅」
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とが出来た。触ることが出来る煎餅生地はスタッフが積極的に手に取るよう勧めたところ、焼く前の煎
餅生地を初めてみる方も多く好評だった。目玉となるような資料はなかったが、文献や絵画、道具類、
写真、映像など多様な資料を組み合わせた展示となった。展示室内では煎餅店のマップを配布し、店舗
への誘導を積極的に行った。

関連事業　食品の展示だけに、味わう機会をつくることを心がけた。展示解説会「食べて学ぼう　野田の
煎餅」は参加者の少ない回もあったが、展示解説と全国の煎餅の食べ比べを通して野田の煎餅について
知ることが出来、参加者の反応は上々だった。寺子屋講座と関連講演「和菓子の歴史と煎餅」は、参加者
も多く、楽しみながら煎餅の歴史を学ぶことが出来た。煎餅の手焼き体験は、展示では伝えにくい手焼
き煎餅の勘所や難しさについて体験を通じて学ぶことが出来、大人から子どもまで好評であった。一方
で博物館の外で行ったため、手焼き体験と展示とのつながりをより分かりやすく示すべきであった。煎
餅セットの販売は展示の途中から開始したが大変好評だった。但し、11店舗から 6店舗分の好きな煎餅
を選ぶ、という方式のため、団体客などが来館した場合には混雑も見られた。その他、仕入れ、安全管理、
会計などの課題があるが、展示に関連する土産物販売のニーズの大きさをうかがい知ることが出来た。

来館者の反応　煎餅という身近だが展示としては珍しいテーマを取り上げ、系統だてて紹介したことは
好評であった。煎餅の製法について道具や写真、映像を交えて紹介したことで、初めて知った、よくわ
かった、という声が多く聞かれた。市内煎餅店の店主のこだわりや特徴に興味を持つ来館者もみられ、
地域の博物館の取り組みとして評価する声も聞かれた。さらに煎餅店から博物館へ、博物館から煎餅店
へ、双方を訪問する来館者が多かった。

○煎餅セットの販売
事業区分：自主事業
期　間：11月 2日（水）～ 11月 30 日（水）
価　格：420 円（税込）
販売数：361 セット
内　容：野田の煎餅の PRのため、市内 11 店舗から 6店
舗分の煎餅各 1枚を自分で選んで購入できるセット販売
を行った。

４．図録の発刊
展示解説図録を発刊、頒布した（72ページも参照）。

５．評価
展示内容　当初、煎餅に関する展示資料が集まるか不安
があったが、古文書や文献の調査、各店舗への聞き取り
を通じて資料が増えていった。特に近年閉店した万寿屋
（程田家）の道具類を借用し、製造道具一式をそろえるこ
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１．目的
　市民公募展では、学芸員がテーマを決め、それをもとに市民から資料の公募を行い、展示を行う。
野田に埋もれている新たな文化資料の発見とともに、市民同士がお互いの持っている資料を知ること
により、新たな交流が生まれることを促進する。
　本企画展では、市民公募展としておもちゃと、付随する思い出、年代、遊び方、エピソードを展示
した。人間が生まれてから初めて関わるモノであるおもちゃを通じ、各世代の成長段階におけるおも
ちゃとその役割を比較することで、市民が自らのキャリアを振り返り、表現する機会とするとともに、
世代間の共感、相互理解の促進を図ることを目的とした。

２．展示内容
　市内在住、在勤の個人や団体から公募によって集められた様々な時代、種類、遊び方のおもちゃや遊
びに関する品々を種類ごとに分け、遊びの思い出やエピソード、当時の写真とともに展示した。

（１）　人形・ロボット・フィギュアと外遊びのおもちゃ
　人形やロボット、フィギュアなど、ままごとやごっこ遊びに用いるおもちゃと、釣竿や野球の道具、
水鉄砲など、外遊びに使用するおもちゃを、パネル化したエピソードとともに展示した。また、当館所
蔵の有職雛を、ひな祭りや有職雛の歴史、人形や道具の名前を示したパネルとともに展示した。
（２）　手づくりおもちゃ・木、紙でできたおもちゃ
　紙ひこうきやゴム鉄砲など、出品者が自ら制作したおもちゃや、幼児玩具や郷土玩具などをパネル化
したエピソードや写真とともに展示した。
（３）　乗り物のおもちゃ
　ミニカーや鉄道模型など、乗り物のおもちゃをパネル化したエピソードや出品者が撮影した映像と
ともに展示した。
（４）　ゲーム、パズル
　野球盤やゲーム機、ブロックやパズルをパネル化したエピソードとともに展示した。
（５）　プレイスペース
　市民から体験用のおもちゃを公募し、これらを手にとって遊ぶことができるコーナーを設けた

展示事業
企画展・市民公募展

集まれ！ワクワクみんなのおもちゃ～遊びのいまむかし～
会　期：12月 17日（土）～ 3月 26日（月）
会　場：博物館 1階展示室
開館時間：9時～ 17時
入館料：無料
入館者：8,489 人

事業区分：委託事業
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資料名
有職雛
日本人形
ダッコちゃん
熊のぬいぐるみ
人形劇用の人形
パンダのぬいぐるみ
超合金
シルバニアファミリー
小人の人形
釣り道具
ピストルとホルスター
釣り道具
トランシーバー
グローブ
水鉄砲
脇差
空き缶神輿
手づくりエコおもちゃ
空飛ぶエコおもちゃ
手づくりおもちゃ
手づくりの昔のおもちゃ
おじいちゃんの手づくりおもちゃ
木の手づくりおもちゃ
鹿児島神社竹刀
神戸人形　魚釣り
木のおもちゃ
郷土玩具
木のおもちゃ 
木のおもちゃ
獅子頭
足こぎ自動車
足こぎぐるま
おつかいブル公
ポンポン船
バイクのおもちゃ
ミニカー
飛行機の模型
くるまのおもちゃ
ミニカー
蒸気機関車の模型
プラレール
「リレーつばめ」号の模型
C-62蒸気機関車
ツイスターゲーム
軍人将棋
ドラゴンボールのメンコ
さるも木から落ちる
ポンジャンゲーム
野球盤
ぴゅう太
ゲーム＆ウォッチ
百人一首かるた
遊戯王カード
積み木
動物柄木製パズル
ブロック

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56

所蔵者
当館蔵（資料番号6258）
髙梨綾子
佐々木一江
澁谷由梨子
野田文化研究会
酒井家
福島忠義
田尻美和子
渡辺圭
関根一男
中川喜介
澤田賢
大澤一秋
酒井礼将　　　　　　　　　
佐藤正三郎
飯塚保斗
染谷功
鳥山鉄雄
今成登志男
手づくりの会
玉井肇
長澤家・真樹子
本橋尚徳
髙梨東道
髙梨東道
有馬英純
吉原節子
鎌田裕子
沖田多恵子
染谷徹
小川家
渡野辺八重子
北野浩之
野中健一
山崎健市
村越健志
新原淳弘
互家
小山翔
斉藤敏子
角屋昌子
土生谷博之
古谷勧
木村杏子
松尾師孝
山下和宏
藤本武
長堀隆
横倉聡美
畠山幹子
小澤真由美
竹本赫子
井上知明
福本家
鈴木伸
横川しげ子

展示資料一覧
コーナー

乗
り
物
の
お
も
ち
ゃ

※所蔵者は敬称略

人
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ム
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ゃ
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３．関連事業
○博物館・市民会館で遊ぼう！紙芝居、人形劇上演
実施日：１月 21日（土） 14 時～ 15 時
場　所：市民会館　松竹梅の間
内　容：企画展に関連し、野田文化研究会の協力のもと、
同会が企画展に出品している人形を用いた人形劇と紙芝居
の上演を行った。
参加者：17人

○出品者によるギャラリートーク
実施日：２月４日（土） 14 時～ 15 時
場　所：博物館 1階展示室
参加者：18人
内　容：公募展参加者が集まり、出品したおもちゃの思い
出、エピソードを別の参観者や来館者の前で語り合った。

○寺子屋講座　
事業区分：自主事業
実施日：2月 19 日（日） 13 時 30 分～ 15時 30 分
内　容：企画展開催に合わせ、第 83 回芸道文化講座を手
づくりの会会員の今成登志男氏に依頼し、手づくりおもち
ゃの魅力やおもちゃ作りを始めたきっかけ、出会い、やり
がいや今後の目標を、おもちゃ作り体験を交えながらお話
いただいた（参加者などは寺子屋講座の項に掲載）。

実施日：３月 4日（日） 13 時 30 分～ 15時 30 分
内　容：企画展開催に合わせ、第 84 回まちの仕事人講話
をおもちゃドクターの大滝敞氏に依頼し、おもちゃの修理
やはじめたきっかけ、やりがいについておもちゃ修理の実
演を交えながらお話いただいた（参加者などは寺子屋講座
の項に掲載）。

○物館・市民会館で遊ぼう！ペーパークラフト教室
実施日：３月 20日（火・祝） 10 時～ 12 時
場　所：市民会館　市民つどいの間　
参加者：7人
内　容：企画展に関連し、手づくりの会の協力のもと、市
民会館で紙などを用いたおもちゃ作り教室を行い、実際に
遊んだ。

紙芝居、人形劇上演

寺子屋講座「おもちゃ直れば笑顔あり
おもちゃドクターに聞いてみよう！」

寺子屋講座「紙とのりで遊ぶ」

出品者によるギャラリートーク
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４．評価
展示内容　市民公募展は今回で 3 回目の開催となる。前
回の「わが家のおひなさま」展では、出品者の大半が第一
回の公募展と同じもしくは当館を日常的に利用している
人たちだったため、今回は市民にいかに幅広く参加を呼
びかけるかに重点的に取り組んだ。募集要項を作成し、こ
れまでよりも早めに配布を行ったほか、市内で活動する
他のNPO 団体やボランティアサークル、近隣の学校に、
説明会を実施したり、要項の配布依頼をするなどした。そ
の結果、出品者のうち約半数が市民公募展に初めて関わ
る人たち、もしくは当館になじみがない人たちとなった。
また、年代にも広がりがあり、その結果新旧のおもちゃ
が並ぶバラエティに富んだ展示にすることができた。ただ
し、出品者を地域別に見ると野田や清水などの近隣から
が大半で、旧関宿町など、遠方からいかに出品者を募る
かが今後の課題である。

関連事業　本企画展では、おもちゃがテーマであることもふまえ、子どもや親子向けのイベントを充実
させることとした。そのため、普段子供向けの活動を行っているNPO団体やボランティアサークルと積
極的に連携して企画を行った。しかし、想定していた子どもや親子連れは、オープンサタデークラブな
どの限られたケースをのぞくと当館のイベントを利用しない傾向にあるため、十分な参加者数が確保で
きなかったことが残念である。今後、同様のイベントを行う際には、予め近隣の幼稚園や小学校に周知
をし、チラシの配布等で協力を要請するなど工夫が必要であろう。一方で、高齢者が孫を連れて参加す
るケースが見られたため、高齢者が家族や孫と一緒に楽しむことができるような内容や広報にすること
が、博物館に馴染みのない若年層への周知に繋がるのではないかと考えられる。

来館者の反応　子どもや家族連れでの来館が比較的多く見受けられ、自分が幼少期に遊んだおもちゃと
同じものを見て、その遊び方を子や孫に語る姿や、プレイスペースで共に遊ぶ光景が頻繁に見られた。
印象に残った展示物としてダッコちゃんを挙げる来館者が多かったが、これはシニア層の幼少期とダッ
コちゃんが流行した時期が一致したためと思われる。また、出品者が長年おもちゃを大切にしてきた思
いや温かみに感動したという意見も寄せられるなど、おもちゃや遊びの経験を共有することで、世代間
で相互理解を図るという展示の目的は果たされたと考えられる。
　出品者自身が家族や友人を連れて訪れることも多く、本企画展に参加したことで博物館の活動を知る
ことができた、博物館のイメージが変わった、という声も寄せられた。
なお、公募資料ではないが、館蔵の有職雛への関心も高く、資料保全を考慮した上で定期的な公開も検
討すべき点である。
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展覧会アンケート集計*
○総集計枚数

展覧会名 回収期間（＝会期） 回収枚数
平成23年度企画展
「野田に生きた人々　その生活と文化　パート４」

4月9日
～6月27日

80枚
（入館者数の1.2％）

平成23年度第2回企画展・市民コレクション展
「小さなポケットにつめた大きな夢～野中健一さんの宝モノ～」

7月9日
～9月26日

95枚
（入館者数の 1.2％）

平成23年度特別展
「野田の煎餅～醤油の町の名物～」

10月 8日
～12月5日

116枚
（入館者数の 1.6％）

平成23年度第3回企画展・市民公募展
「集まれ！ワクワクみんなのおもちゃ～遊びのいまむかし～」

12月17日
～ 3月 26日

53枚
（入館者数の 0.6％）

1. 性　別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3. 住まい

2. 年　代　　　　　　　　　　　　　　　　　　4. 現在の仕事、立場(複数回答有)

1. 性別…複数回答は無効
2. 年代…複数回答、年齢不明は無効

生活文化4 ポケット 煎餅 おもちゃ
48
(60%)
29
(36%)
3
(4%)

58
(61%)
34
(36%)
3
(3%)

69
(59%)
34
(29%)
13
(11%)

21
(40%)
25
(47%)
7

(13%)

男

女

無効・
未回答

生活文化4 ポケット 煎餅 おもちゃ
27

（34%）
45

（56%）
8

（10%）

41
（43%）
50

（53%）
4

（4%）

52
（45%）
57

（49%）
7

（6%）

27
（51%）
19

（36%）
7

（13%）

市内

市外

未回答

生活文化4 ポケット 煎餅 おもちゃ
8

（10%）
24

（30%）
4

（5%）
1

（1%）
6

（8%）
9

（11%）
18

（23%）
8

（10%）
1

（1%）
1

（1%）

6
（6%）
14

（15%）
4

（4%）
7

（7%）
8

（8%）
13

（14%）
19

（20%）
15

（16%）
4

（4%）
5

（5%）

7
（6%）
10

（9%）
5

（4%）
13

（11%）
11

（9%）
13

（11%）
28

（24％）
17

（15%）
5

（4%）
7

（6%）

3
（6%）
16

（30%）
5

（9%）
3

（6%）
6

（11%）
2

（4%）
９

（17%）
4

（8%）
2

（4%）
3

（6%）

生活文化4 ポケット 煎餅 おもちゃ
11

（14%）
9

（11%）
7

（9%）
5

（6%）
0

（0%）
1

（1%）
13

（16%）
1

（1%）
6

（7%）
9

（11%）
16

（20%）
2

（2%）
0

（0%）
1

（1%）

13
（13%）
4

（4%）
5

（5%）
1

（1%）
3

（3%）
6

（6%）
9

（9%）
9

（9%）
2

（2%）
16

（16%）
15

（15%）
2

（2%）
3

（3%）
12

（12%）

10
（8%）
0

（0%）
5

（4%）
3

（3%）
3

（3%）
7

（6%）
19

（16%）
9

（8%）
5

（4%）
17

（14%）
30

（25%）
1

（1%）
3

（3%）
7

（6%）

17
（31%）
1

（2%）
3

（6%）
5

（9%）
0

（0%）
1

（2%）
4

（7%）
0

（0%）
1

（2%）
6

（11%）
６

（2%）
1

（2%）
1

（2%）
8

（15%）

10代未満
（%）
10代
（4%）
20代
（%）
30代
（%）
40代
（1%）
50代
（%）
60代
（%）
70代
（%）
80歳以上
（%）
無効・未回答
（%）

小学生
（%）
中学生
（%）
高校生
（%）
大学生
（%）

就学者その他
（%）

会社・団体役員
（%）

常勤社員・職員
（%）

アルバイト・パート
（%）

個人事業主
（%）

専業主婦・夫
（%）

定年退職者
（%）
失業中
（%）

就業者その他
（%）

無効・未回答
（%）

* 割合は、端数処理のため合計が100％とならない場合がある。
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4-1.　職業分野
生活文化4 ポケット 煎餅 おもちゃ
0

（0%）
3

（14%）
3

（14%）
1

（5%）
2

（10%）
1

（5%）
0

（0%）
1

（5%）
1

（5%）
0

（0%）
0

（0%）
1

（5%）
1

（5%）
3

（14%）
3

（14%）
0

（30%）
1

（5%）

0
（0%）
2

（5%）
9

（21%）
1

（2%）
3

（7%）
0

（0%）
1

（2%）
2

（5%）
0

（0%）
1

（2%）
2

（5%）
4

（10%）
2

（5%）
3

（7%）
2

（5%）
3

（7%）
7

（17%）

1
（3%）
4

（10%）
9

（23%）
1

（3%）
4

（10%）
2

（5%）
2

（5%）
1

（3%）
1

（3%）
2

（5%）
0

（0%）
2

（5%）
1

（3%）
0

（0%）
5

（13%）
0

（0%）
5

（13%）

0
（0%）
1

（2%）
2

（4%）
0

（0%）
0

（0%）
0

（0%）
1

（2%）
1

（2%）
1

（2%）
0

（0%）
0

（0%）
0

（0%）
0

（0%）
0

（0%）
1

（2%）
2

（4%）
43

（83%）

4-2.　定年退職者の活動(複数回答有)

生活文化4 ポケット 煎餅 おもちゃ
3
1
6
3
2
2
3

1
1
7
5
0
2
2

４
6
14
5
4
6
4

4
2
4
3
1
1
0

ボランティア
町内会
趣味

自宅にいる
パートなどの仕事

その他
無効、未回答

４．現在の仕事、立場…平成21年度よ
り、職業に関する設問を改訂。「現在の仕
事・立場（４）」を 13 の選択項目とし、
さらに何らかの就業をしている方に「職
業分野（4－1）」を 16の選択項目から、
定年退職をした方に「現在主に何をして
いるか（4－2）」を6の選択項目からそれ
ぞれ選んでもらうこととした。

法務
（%）

公安・保安
（%）
サービス
（%）
金融
（%）

営業・販売
（%）
事務
（%）
マスコミ
（%）
教育
（%）
社会福祉
（%）

医療・看護
（%）

自然研究・技術
（%）

機械・科学研究・技術
（%）

コンピュータ
（3%）
建築・土木
（%）
運輸
（%）

芸能・芸術・デザイン
（%）

無効・未回答
（%）
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６．博物館来館回数…「●回～▲回」、「●、▲回」等の記入は▲回に入れる／
「■回位」は■回に入れる／10回以上には「10数回」「15回以上」「20回」などを含む／複数回には「数回」「数十回」「数え切れない」などを含む
８．開催を知った情報媒体…未回答は設問７で「はい」と回答した上で番号に○なし、（　）内に記述なしの件数

６. 博物館来館回数
煎餅

38
（40%）
11

（12%）
8

（8%）
4

（4%）
6

（6%）
1

（1%）
1

（1%）
2

（2%）
0

（0%）
16

（17%）
0

（0%）
8

（8%）
0

（0%）

生活文化4
51

（64%）
7

（9%）
3

（4%）
1

 （1%）
1

（1%）
0

（0%）
0

（0%）
0

（0%）
0

（0%）
13

（16%）
1

（1%）
3

（4%）
0

（0%）

ポケット
41

（35%）
14

（12%）
10

（9%）
4

（3%）
7

（6%）
3

（3%）
0

（0%）
0

（0%）
0

（0%）
27

（23%）
0

（0%）
10

（9%）
0

（0%）

初めて
（%）
2回目
（%）
3回目
（%）
4回目
（%）
5回目
（%）
6回目
（%）
7回目
（%）
8回目
（%）
9回目
（%）
10回以上
（%）
複数回
（%）
未記入
（%）
無効
（%）

14
（26%）
3

（6%）
3

（6%）
2

（4%）
5

（9%）
0

（0%）
0

（0%）
0

（0%）
0

（0%）
20

（38%）
0

（0%）
6

（11%）
0

（0%）

おもちゃ

27
（34%）
51

（64%）
2

（3%）

47
（49%）
39

（41%）
9

（9%）

63
（54%）
47

（41%）
6

（5%）

28
（53%）
18

（34%）
7

（13%）

7. 企画展/特別展の開催既知
煎餅生活文化4 ポケット おもちゃ

はい
（%）
いいえ
（%）

無効・未記入
（%）

8. 開催を知った情報媒体（複数回答有）
煎餅

3
（5%）
10

（15%）
10

（15%）
6

（9%）
6

（9%）
3

（5%）
17

（26%）
9

（14%）
1

（2%）

生活文化4
2

（5%）
6

（15%）
5

（12%）
3

 （7%）
6

（15%）
9

（22%）
2

（5%）
7

（17%）
1

（2%）

ポケット
8

（9%）
7

（8%）
19

（21%）
11

（12%）
10

（11%）
7

（8%）
15

（17%）
10

（11%）
3

（3%）

新聞
（%）
ポスター
（%）
チラシ
（%）
タウン誌
（%）
野田市報
（%）

ホームページ
（%）

友人・知人紹介
（%）
その他
（%）
未回答
（%）

4
（10%）
7

（17%）
7

（17%）
4

（10%）
7

（17%）
2

（5%）
2

（5%）
6

（15%）
2

（5%）

おもちゃ
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○上記のように考える理由（回答の顕著な特徴）
【生活文化展４】
・昔のことや野田の歴史が分かってよかったとする回答が複数見られた。
【ポケット展】
・会期中は毎日出品者の野中氏が展示室にいてくれたため、コレクターから直接説明を受けることが出来たことがよかったと
いう記述が多い。
・高齢の来館者からは、懐かしい、昔を思い出すという意見が見られた。
・コレクションの種類や量の多さに驚く意見もあった。
【煎餅展】
・煎餅の製造方法や歴史が分かった、資料が充実していた、という回答が多い。
・煎餅という、身近だが普段意識しないテーマを評価する回答が見られた。
【おもちゃ展】
・展示品を見て自身の幼少期を懐かしむ意見や、長年おもちゃを大切にしてきた人の想い、温かみが伝わってくるといった意
見が多く見られる。
・古いおもちゃを手にとって遊ぶことのできるプレイコーナーが設置されていた点を評価する意見も見られた。

10．印象に残った展示は何ですか（回答の顕著な特徴）
【生活文化展４】
・常設展リニューアルを終えた後だったためか、2階の醤油醸造関係資料が印象に残ったとする声が複数あった。
【ポケット展】
・田中一村の掛け軸、コカコーラ関係グッズを挙げる人が比較的多いが、コレクションの種類が多様なためか、様々な展示物
が挙げられている。
・「全て」という回答も多い。
・野中氏そのものという意見もあった。
【煎餅展】
・古文書、製造道具、触れる煎餅の生地、店舗の紹介、ビデオや写真といった回答が多い。
【おもちゃ展】
・ダッコちゃんや手づくりの日本地図のパズルを挙げる人が比較的多いが、それぞれが懐かしいと感じる様々なおもちゃが挙
げられている。
・公募された資料ではなく館蔵の有職雛を挙げる人も多かった。

９. 企画展／特別展の内容はいかがでしたか

大変良かった（%）
まずまず良かった（%）
あまり良くなかった（%）

悪かった（%）
未回答・無効（%）

生活文化４ ポケット 煎餅 おもちゃ
39（49%）
33（41%）
1（1%）
0（0%）
7（9%）

70（74%）
16（17%）
3（3%）
0（0%）
6（6%）

56（48%）
41（35%）
4（3%）
3（3%）
12（10%）

30（57%）
12（23%）
2（4%）
1（2%）
8（15%）
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○上記のように考える理由（回答の顕著な特徴）
【生活文化展４】
・落ち着く、静かという意見が多く、肯定的なものと否定的なものがある。
・受付（博物館ボランティア）を好評価する意見が複数あった。
【ポケット展】
・博物館ボランティアやガイドの会、野中氏の対応の良さを挙げる意見が多い。
・落ち着く、静かという意見が多い。
・涼しいという意見と、もう少し涼しくしてほしいという意見が両方あった。節電のため設定温度を上げていたためか。
【煎餅展】
・他の展覧会同様、静かでゆっくりみられること、スタッフの対応を評価する回答が多い。
・暗い、寒い、暗い、文字が小さい等の意見や苦言が見られた。
【おもちゃ展】
・落ち着く、静かという意見が多い。
・昨年のおひなさま展時は空調の不調のため、寒いという意見が数多く寄せられたが、空調を修理した結果、館内が暖かくな
ったという意見が寄せられるようになった。

12．  郷土博物館に求める機能・役割（回答の顕著な特徴）
【生活文化展４】
・地域の歴史を残していくこと、教育の拠点としての役割。
・資料をもっとたくさん見たい。
【ポケット展】
・文化を通して地域や市民のつながりの場となってほしい。
・地域の歴史を残してほしい。
・レファレンスサービスに対応してほしい。
・今回の野中氏のコレクション展をもう一度開催してほしい。
【煎餅展】
・展示テーマ、PRの充実、ガイドコースとのタイアップ、子ども向け企画などに対する要望が多い。
【おもちゃ展】
・地元への理解が深まる展示やイベントへの要望。
・維持に必要な経費であれば有料化も検討すべきという意見。
・野田の明治維新や戦争、小学校など、具体的な展示への要望も挙げられていた。

11.　郷土博物館全般の雰囲気や居心地はいかがでしたか

大変良かった（%）
まずまず良かった（%）
あまり良くなかった（%）

悪かった（%）
未回答・無効（%）

生活文化４ ポケット 煎餅 おもちゃ
37（46%）
32（40%）
0（0%）
0（0%）
11（14%）

52（55%）
26（27%）
1（1%）
1（1%）
15（16%）

46（40%）
45（39%）
3（3%）
3（3%）
19（16%）

28（53%）
8（15%）
3（6%）
1（2%）
13（25%）
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